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学
と
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
と
の
間
に
は
、
一
九
八
八
年
以
来
学
術
交
流
に
関
す

る
協
定
が
結
ば
れ
、
と
く
に
素
粒
子
物
理
学
分
野
に
お
い
て
交
流
が

行
わ
れ
て
き
た
。
同
協
定
は
五
年
ご
と
に
更
新
さ
れ
て
き
た
が
、
今

年
は
三
度
目
の
更
新
の
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。
佐
々
木
総
長
は
七
月
二
九
日
に
Ｃ

Ｅ
Ｒ
Ｎ
を
訪
問
さ
れ
た
際
、
同
協
定
の
更
新
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
を
行
い
、
協

定
は
五
年
間
延
長
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

　
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
素
粒
子
物
理
研
究
所
で
あ
り
、
最
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

加
速
器
を
用
い
た
素
粒
子
研
究
で
は
長
年
米
国
と
し
の
ぎ
を
削
っ
て
き
た
が
、
と

く
に
約
二
〇
年
前
の
弱
い
相
互
作
用
の
媒
介
粒
子
（
Ｗ
や
Ｚ
粒
子
）
の
発
見
を

機
に
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
世
界
の
最
先
端
を
走
り
続
け
て
い
る
。
本
学
素
粒
子

セ
ン
タ
ー
は
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
の
世
界
最
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
子
陽
電
子
衝
突
型
加
速
器
Ｌ

Ｅ
Ｐ
を
用
い
た
国
際
共
同
実
験
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｌ
に
参
加
し
、
そ
の
実
験
提
案
か
ら
測
定

器
主
要
部
分
の
建
設
と
運
転
、
物
理
解
析
に
い
た
る
ま
で
、
主
導
的
役
割
を
果

た
し
て
き
た
。
一
九
八
九
年
に
運
転
開
始
し
た
Ｌ
Ｅ
Ｐ
は
二
〇
〇
〇
年
ま
で
走
っ

て
終
了
と
な
っ
た
が
、
そ
の
間
、
素
粒
子
の
世
代
数
を
三
と
決
定
し
、
ヒ
ッ
グ
ス

粒
子
を
追
い
つ
め
た
他
、
統
一
ゲ
ー
ジ
理
論
の
精
密
検
証
、
ト
ッ
プ
ク
ォ
ー
ク
の

質
量
の
算
定
、
超
対
称
性
大
統
一
の
示
唆
な
ど
数
々
の
素
粒
子
物
理
の
根
源
に

迫
る
成
果
を
あ
げ
た
。 

　
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｎ
は
現
在
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
次
の
計
画
と
し
て
大
型
陽
子
コ
ラ
イ
ダ
ー
Ｌ
Ｈ
Ｃ
の

建
設
に
着
手
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｈ
Ｃ
は
素
粒
子
物
理
の
新
現
象
や
新
粒
子
の
探
索

領
域
を
一
挙
に
Ｌ
Ｅ
Ｐ
の
十
倍
以
上
に
ま
で
広
げ
る
計
画
で
あ
り
、
質
量
の
起
源

の
鍵
と
な
る
ヒ
ッ
グ
ス
粒
子
や
Ｌ
Ｅ
Ｐ
実
験
で
示
唆
さ
れ
た
超
対
称
性
粒
子
な
ど

の
発
見
が
有
望
視
さ
れ
て
い
る
。 

　
素
粒
子
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
ま
で
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｌ
実
験
と
平
行
し
て
Ｌ
Ｈ
Ｃ
を
用
い
た
国

際
共
同
実
験
Ａ
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｓ
の
測
定
器
の
開
発
研
究
や
デ
ー
タ
解
析
シ
ス
テ
ム
の
検

討
な
ど
を
進
め
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
二
〇
〇
七
年
の
実
験
開
始
に
向
け
て
、

Ｌ
Ｈ
Ｃ
実
験
地
域
デ
ー
タ
解
析
セ
ン
タ
ー
の
役
目
を
担
い
、
全
国
の
関
連
研
究
者

の
中
心
と
な
っ
て
、
Ｌ
Ｈ
Ｃ
で
の
物
理
解
析
を
推
進
す
る
た
め
の
施
設
作
り
を
急

ピ
ッ
チ
で
行
っ
て
い
く
計
画
で
あ
る
。 

 

東大を始めとする日本グループが参加しているATLAS実験測定器の完成予想図 
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ATLAS実験スポークスマンの
説明を受ける総長 

OPAL実験で素粒子センターが建設を行った鉛ガラスシャワーカロリメータ 

欧州原子核研究機構（ＣＥＲＮ）との協定を更新 
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